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２０２１年３月１９日(金)サードプレイス弥生にて、ＪＲ連合
青年・女性委員会第１９回青年女性役員研修会が開催されました。
JR東海連合ユース倶楽部からは、総勢１２名が出席する中、冒頭
、JR連合荻山会長により「JR産業の経営状況の厳しさ、このよう
な時期だからこそ組合員が結集して協力してこの難局を乗り越えよ
う！」との内容で、ご挨拶がされました。
研修では、第１部としてJR連合中村交通政策部長による「コロ

ナ禍におけるJR産業の経営状況説明やJR連合の取り組みの紹介」
に対して講義がされ、第２部では、JR連合今井企画部長から「JR
連合ビジョンの実践に向けて」と題した講義を受けてきました。
その後、各グループに分かれてのディスカッションを行い、参加

者同士での意見交換も行ってきました。！
コロナ禍の状況ですが、リモートを活用した勉強会は初めてであ

り、JR他社やグループ単組組合員と意見交換が出来たことは、非
常に良い機会でありました。！

単組を越えた横のつながり

JR連合荻山会長ご挨拶
熱い講義の様子！！

今回の研修会の開催目的
１.取り巻く情勢を理解し、私たちの立ち位置を認識する。
２.JR連合の取り組みを通じて、労働組合の役割を理解する。
３.自分が労働組合役員として果たしたい役割を考える。
４.上記３項目に関し、全国の同世代の仲間と活発に意見交換する。

フィジカルディスタンスも
しっかり確保！！


